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(57)【要約】
【課題】糸付き球を用いた不正行為を確実に防止するこ
とができる不正遊技検出機構を備えた遊技機を提供する
。
【解決手段】糸付き球を用いた不正遊技を検出する不正
遊技検出機構であって、迂回流路を有するとともに、取
り込み口から取り込まれた球を誘導する通路と、迂回流
路の内周側の壁部に設けられたスリットと、迂回流路よ
りも内周側に設けられ、球に接続された糸を検出する検
出ユニットとを備える構成とした。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
糸付き球を用いた不正遊技を検出する不正遊技検出機構を備えた遊技機であって、
前記不正遊技検出機構が、
迂回流路を有するとともに、取り込み口から取り込まれた球を誘導する通路と、
前記迂回流路の内周側の壁部に設けられたスリットと、
前記迂回流路よりも内周側に設けられ、前記球に接続された糸を検出する検出ユニットと
、
を備えたことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
前記迂回流路が屈曲した流路である請求項１記載の遊技機。
【請求項３】
前記迂回流路が湾曲した流路である請求項１記載の遊技機。
【請求項４】
前記迂回流路における前記検出ユニットよりも下方に位置する流路が水平な流路である請
求項１乃至請求項３いずれかに記載の遊技機。
【請求項５】
前記検出ユニットがフォトセンサーを含む請求項１乃至請求項４いずれかに記載の遊技機
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技機に関し、特に不正に作製した遊技球を用いて不正に賞球を得ることを
確実に防止可能な不正遊技検出機構を備えた遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、遊技機の一例としてのパチンコ遊技機（以下、パチンコ機という）においては、
様々な方法により不正な賞球を得るいわゆるゴト行為が多発しており、パチンコ機を設置
する遊技店や、一般遊技者に不測の損害を与えていることが知られている。
　このようなゴト行為として近年、遊技店によって貸し出される遊技球（以下、球という
）に接着剤等を介して糸を付けた球（以下、糸付き球という）を自作し、球と繋がる糸を
手で保持したまま、糸付き球をパチンコ機の発射機構に装填し、糸付き球を遊技領域内に
発射するという「糸ゴト」と呼ばれる不正行為が横行するようになっている。
　より詳細には、糸付き球が遊技領域に到達すると、球と繋がる糸が球発射通路の一部を
構成する内ガイドレールに設けられた球戻り防止弁の先端部に引っ掛かった状態となる。
　そして、不正行為者は、球戻り防止弁の先端部を支点として手で保持した糸を操作する
ことにより、遊技領域内に到達した糸付き球を自在に操り、糸付き球を遊技盤に配設され
た始動入賞口や一般入賞口に取り込ませた上で、手に保持した糸を繰り返し引張ることに
より（リフティング動作）、上記遊技部品の内部に設けられた入賞検出センサーにより糸
付き球を繰り返し検出させ短時間で大量の不正な賞球を得る。
　このようなゴト行為は、遊技店或いは一般遊技者に対して与える不利益が極めて甚大な
ものとなるため、当該ゴト行為に対応する具体策を講じることが望まれるが、根本的な解
決策は見出されていないのが現状である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平９－１４０８８５号公報
【特許文献２】特許第４３７７８６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　そこで、本発明は上記課題を解決すべく、糸付き球を用いた不正行為を確実に防止する
ことができる不正遊技検出機構を備えた遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するために、本発明の第一の構成として、糸付き球を用いた不正遊技を
検出する不正遊技検出機構を備えた遊技機であって、不正遊技検出機構が、迂回流路を有
するとともに、取り込み口から取り込まれた球を誘導する通路と、迂回流路の内周側の壁
部に設けられたスリットと、迂回流路よりも内周側に設けられ、球に接続された糸を検出
する検出ユニットとを備えた構成とした。
　本構成によれば、迂回流路内に糸付き球が進入した場合、球が迂回流路に沿って流下す
る一方で、球と接続された後続の糸が迂回流路の内周側の壁部に設けられたスリット内に
進入し、検出ユニットにより検出されるため、糸付き球を用いた不正遊技を確実に検出す
ることができる。
　また、本発明の第二の構成として、迂回流路が屈曲した流路である構成とした。本構成
によっても前記構成と同様の効果を得ることができる。
　また、本発明の第三の構成として、迂回流路が湾曲した流路である構成とした。本構成
によっても前記構成と同様の効果を得ることができる。
　また、本発明の第四の構成として、迂回流路における検出ユニットよりも下方に位置す
る流路が水平な流路である構成とした。
　本構成によれば、迂回流路における水平な流路に到達した糸付き球を糸を引張ることに
より回収しようとしても、球が水平流路内において堰き止められるため、不正遊技の証拠
隠滅を確実に防止することができる。
　また、本発明の第五の構成として、検出ユニットがフォトセンサーを含む構成とした。
本構成によれば、安価で簡易な構成で、不正行為者の不正遊技を検出することができる。
【０００６】
　なお、上記発明の概要は、本発明の必要な特徴の全てを列挙したものではなく、特徴群
を構成する個々の構成もまた発明となり得る。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】不正遊技検出機構を取付けたパチンコ機の全体正面図である。
【図２】不正遊技検出機構を配設したセット板の背面図である。
【図３】不正遊技検出機構の拡大断面図及び斜視図である。
【図４】不正遊技検出機構の動作を説明する図である。
【図５】役物構造体に配置された不正遊技検出機構の正面図である（他の形態）。
【図６】不正遊技検出機構の拡大断面図である（他の形態）。
【図７】不正遊技検出機構の拡大断面図である（他の形態）。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、発明の実施形態を通じて本発明を詳説するが、以下の実施形態は特許請求の範囲
に係る発明を限定するものではなく、また実施形態の中で説明される特徴の組み合わせの
全てが発明の解決手段に必須であるとは限らない。
【０００９】
　図１は、遊技機の一例としてのパチンコ機１０の全体正面図である。同図を用いてパチ
ンコ機１０の概略について説明する。なお、本明細書において上下左右方向とは、図１に
おける矢印で表される方向をいうものとする。
　パチンコ機１０は、球が打ち出される遊技領域１１Ａを有し、内枠１２に対して着脱自
在に取り付けられる遊技盤１１と、内枠１２を前後方向に開閉自在に軸支する外枠１３と
を備える。遊技盤１１の前方には、内枠１２の前後方向に開閉自在に軸支される窓１２Ａ
が設けられ、遊技盤１１の前方が閉鎖される。また、パチンコ機１０の下方には、発射ハ
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ンドル１４が回転自在に取着され、発射ハンドル１４が遊技者によって回動操作されるこ
とにより、図外の打ち出し機構が駆動する。打ち出し機構が駆動すると、上皿構造体１６
内に貯留された球が上方に打ち出され、外ガイドレール１８と内ガイドレール１７とで囲
繞された遊技領域１１Ａ内に進入する。
【００１０】
　遊技盤１１の中央部には、前後方向に開口する取付け開口１９を介して例えば、ＬＣＤ
、ＣＲＴ、或いは、回転ドラム式の図外の図柄表示装置が装着される。取付け開口１９の
周囲には、取付け開口１９を取り囲むように前方に突出する盤面飾り２０が遊技盤１１に
対して複数の固定手段により固着される。盤面飾り２０における一方の傾斜部２０Ａは、
左側に向かって下方に傾斜する部分であって、窓１２Ａが閉鎖された状態において当該傾
斜部２０Ａよりも前方を球が通過することはなく、球は傾斜部２０Ａに沿って遊技盤１１
の左側に誘導される。
【００１１】
　傾斜部２０Ａと連接して延長する垂直部２０Ｂには、球が通過可能なワープ通路２１が
開設され、当該ワープ通路２１に取り込まれた球は、取付け開口１９の下方において左右
方向に延在するステージ２２上に導出される。ステージ２２上に導出された球は、ステー
ジ２２上を左右方向に転動する過程において下方に落下するか、或いは、ステージ２２の
中央部に開設された導出口２２Ａに取り込まれて下方に落下する。
　傾斜部２０Ａと連接して傾斜する他方の傾斜部２０Ｃは、右側に向かって下方に傾斜す
る部分であって、窓１２Ａが閉鎖された状態において当該傾斜部２０Ｃよりも前方を球が
通過することはなく、球は傾斜部２０Ｃに沿って遊技盤１１の右側に誘導される。傾斜部
２０Ｃと連接して延長する障壁部２０Ｄは、円弧状に窪む壁部と当該壁部と連接し、遊技
盤１１の右側に延在するスロープとを有する障壁であって、傾斜部２０Ｃから落下した球
は、当該障壁部２０Ｄに沿って落下するか、障壁部２０Ｄに接触することなく落下する。
【００１２】
　障壁部２０Ｄよりも下方には、後述の役物構造体６０を構成する通路本体部６１及び羽
根部材６２が配設され、上方から落下した球は、遊技盤１１の裏側に配設されるソレノイ
ドにより駆動される羽根部材６２が開放状態中において通路本体部６１内に取り込まれる
か、閉鎖状態中において取り込まれずに下方に落下する。
【００１３】
　以下、図１を用いて上記役物構造体６０以外の遊技部品及び球の経路について説明する
。
　遊技盤１１の遊技領域１１Ａに進入した球は、打ち出しの強さによって傾斜部２０Ａ又
は傾斜部２０Ｃにより誘導され、遊技領域１１Ａの左側又は右側を流下する。遊技領域１
１Ａの左側を流下する球は、流下する過程において、遊技領域１１Ａ内に植設された図外
の多数の遊技釘や風車に衝突しながら誘導され、遊技盤１１の略中央に設けられた中央始
動入賞部品２６又は遊技盤１１の下部側方に設けられた複数の一般入賞部品２７，２９に
取り込まれ得る。また、中央始動入賞部品２６又は一般入賞部品２７，２９に取り込まれ
なかった球は、遊技盤１１の中央最下部に開設されたアウト口２８に取り込まれて回収さ
れる。ここで、中央始動入賞部品２６又は一般入賞部品２７，２９は、球の受け入れ口の
大きさが変化せず、入賞の可能性が一定の固定入賞部品として構成される。
　中央始動入賞部品２６、一般入賞部品２７，２９及びアウト口２８により取り込まれた
球は、遊技盤１１を前後方向に貫通する導出孔５４により遊技盤１１の裏側に誘導され、
遊技盤１１の裏面に装着された後述のセット板５０によって機外に排出される（図２参照
）。
【００１４】
　図２は、遊技盤１１に装着されたセット板５０の背面図である。
　入賞球誘導室としてのいわゆるセット板５０は、例えばアクリル樹脂により成型された
浅い箱状体であって、遊技盤１１の背面を覆うように付設されることにより、遊技盤１１
に配設された各入賞部品全体をカバーできるようにしている。
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　セット板５０は、各入賞部品からの入賞球を後述の各検出センサーが設けられた入賞球
通路（球通路）に誘導し、系外に送り出すことができる。
　図２において、セット板５０は、遊技盤１１の取付け開口１９と対応し、図外の図柄表
示装置が突出する開口部５０Ａを有し、当該開口部５０Ａの周囲を囲むように、複数の内
部通路が形成される。
　内部通路の内、開口部の一側方に形成された球通路には、遊技盤１１の上部に設けられ
る図外の球タンク及び賞球払出装置から排出される賞球や貸し球を上皿構造体１６へ導出
する賞球払出流路や、球タンク、賞球払出装置の内部に滞留する球をパチンコ機１０の機
外へ排出する球抜き流路が形成される。また、開口部５０Ａより下方には、遊技盤１１に
配設された複数の入賞部品に取り込まれた球を誘導するための複数の内部通路が形成され
る。
【００１５】
　球が中央始動入賞部品２６の上方に開口する図外の取り込み口から取り込まれた場合、
導出孔５４を通過して球通路５２により誘導される。球通路５２は、導出孔５４と対応す
る取り込み口から球を下方に流下させる通路であって、通路の途中に検出センサー５２Ａ
が内挿される。そして、中央始動入賞部品２６に取り込まれた球は、検出センサー５２Ａ
により検出された後に下流側に配設された図外の球通路に集められ、機外に排出される。
【００１６】
　また、球が複数の一般入賞部品２７の上方に開口する図外の取り込み口から取り込まれ
た場合、各導出孔５４を通過して球通路５３により誘導される。
　球通路５３は、遊技盤１１上に設けられた複数の一般入賞部品２７と対応する位置に設
けられる通路であって、複数の一般入賞部品２７から導出された球を垂直方向に流下させ
る複数の縦流路部５３Ａと、当該縦流路部５３Ａと連通し、縦流路部５３Ａを流下した球
を一括して下流側に誘導する横流路部５３Ｂと、横流路部５３Ｂよりも下流側に設けられ
た迂回流路部３２とにより構成される。
　迂回流路部３２は、横流路部５３Ｂを経て垂直方向に落下する球を左右方向に迂回させ
ながら誘導する流路であって、当該流路の側部に内挿された検出ユニット４０とともに、
不正遊技検出機構３０を構成する。
　また、迂回流路部３２の最下流部には、検出センサー５５が内挿され、複数の一般入賞
部品２７に取り込まれた球は、迂回流路部３２を経て下流側の検出センサー５５により一
括して検出された後に機外に排出される。
【００１７】
　また、球が一般入賞部品２７と反対側に設けられた一般入賞部品２９の上方に開口する
図外の取り込み口から取り込まれた場合、導出孔５４を通過して球通路５６により誘導さ
れる。球通路５６は、導出孔５４と対応する取り込み口から球を下方に流下させる通路で
あって、通路の途中に検出センサー５６Ａが内挿される。そして、一般入賞部品２９に取
り込まれた球は、検出センサー５６Ａにより検出された後に下流側に配設された図外の球
通路に集められ、機外に排出される。
【００１８】
　以下、上記構成からなるパチンコ機１０の遊技の概要について説明する。
　球が中央始動入賞部品２６（第一の始動入賞部品）に対応する上述の検出センサー５２
Ａにより検出されると、遊技全般の進行を司る主制御装置は、当該検出信号に基づいて、
例えば賞球を３個払出す賞球払出処理を実行するとともに、所定の確率による大当り抽選
処理を実行する。大当り抽選処理の結果「大当り」となる確率は、例えば３６０分の１と
して予め設定される。主制御装置は、大当り抽選処理の結果に基づいて取付け開口１９に
装着される図外の図柄表示装置に表示される演出用図柄の変動を開始させるとともに、所
定時間経過後に大当り抽選処理の結果を報知する態様で演出用図柄を停止させる図柄変動
処理を実行する。
　停止後の演出用図柄は、大当り抽選処理の結果が「大当り」である場合には、例えば「
７・７・７」のように同一数字や特定のキャラクターを模した図柄が直線状に配列された



(6) JP 2012-179106 A 2012.9.20

10

20

30

40

50

形態であり、大当り抽選処理の結果が「大当り」以外の「外れ」である場合には、「１・
３・５」のような互いに異なる数字やキャラクターを模した図柄が配列された形態である
。
【００１９】
　主制御装置による大当り抽選の結果が「大当り」であり、かつ、停止後の演出用図柄の
態様が「大当り」であることを示す態様で停止した後、大当り遊技開始処理が実行される
。
　本実施形態において、大当り遊技は遊技盤１１の右側に設けられた大入賞部品２５の開
閉扉２５Ａが、遊技盤１１の裏側に配設されたソレノイドにより開放動作されることによ
って実行される。詳細は後述するが、大入賞部品２５は、開閉扉２５Ａの開閉動作により
、球の進入を容易又は困難なものとすることが可能な可変入賞部品である。
【００２０】
　大当り遊技終了後には、大当り遊技後の特典である「時短遊技」の有無についての判定
が行われ、「時短遊技」有りと判定された場合、以後の遊技は、特典が付与されていない
「通常遊技」の場合と比べ、球を遊技盤１１の右側に向かって打ち出す方が大当りを獲得
し易くなる。また、「通常遊技」中において獲得した大当り遊技後に遊技状態が「通常遊
技」から「時短遊技」となる確率は、例えば２分の１や３分の１程度に設定される。なお
、遊技状態の切替は、主制御装置のワークエリアとしてのＲＡＭ内に記憶される時短フラ
グをＯＮ又はＯＦＦすることにより行われる。
　また、球が複数の一般入賞部品２７；２９とそれぞれ対応する検出センサー５５；５６
Ａにより検出されると、主制御装置は、当該検出信号に基づいて例えば賞球を３個払出す
賞球払出処理を実行する。
【００２１】
　以下、図３（ａ），（ｂ）を参照して球通路５３内に形成された不正遊技検出機構３０
について説明する。図３（ａ）は、迂回流路部３２を示す断面図、（ｂ）は迂回流路部３
２を形成する内周側の壁部３２Ａを示す斜視図である。本発明に係る不正遊技検出機構３
０は、迂回流路部３２と糸の圧力を検出する検出ユニット４０とから構成される。
【００２２】
　迂回流路部３２は、横流路部５３Ｂと連通する連絡流路部３１と連続して延長し、連絡
流路部３１を垂直方向に流下した球が、迂回流路部３２内に進入する。つまり、連絡流路
部３１を経て垂直方向に流下する球が、迂回流路部３２を通過することにより垂直方向と
異なる方向に誘導される。
　迂回流路部３２は、第１傾斜部３３、第２傾斜部３４及び垂直部３５により形成され、
直線的に屈曲した流路である。第１傾斜部３３は、垂直な連絡流路部３１に対して左下方
に向かって漸次傾斜する流路であって、下流側の垂直部３５と連通する。垂直部３５は、
第１傾斜部３３及び第２傾斜部３４を接続する通路であって、垂直方向に延長する。
　第２傾斜部３４は、垂直部３５に対して右下方に向かって漸次傾斜する流路であって、
下流側の流路と連通する。つまり、第１傾斜部３３と第２傾斜部３４とは、下流側に向か
って互いに反対方向に延長する流路である。また、第１傾斜部３３、第２傾斜部３４、垂
直部３５及びセンサー受容プレート４６により囲まれる内周側の検出空間Ｒには、後述の
検出ユニット４０が配設される。
【００２３】
　図３に示すように、第１傾斜部３３、第２傾斜部３４及び垂直部３５からなる迂回流路
部３２の内周側の壁部３２Ａには、内外に通じるスリット３６が形成される。スリット３
６は、第１傾斜部３３、垂直部３５及び第２傾斜部３４における内周側の壁部３２Ａに連
続して形成される隙間である。スリット３６の幅（前後方向の距離）は、糸付き球の糸径
よりも大きく、少なくとも迂回流路部３２内を流下する球が飛び出さない程度のものであ
ればよい。
　また、スリット３６は、迂回流路部３２の前後方向中央に形成される。図４（ａ），（
ｂ）に示すように、スリット３６の存在により、糸付き球Ｐの球は、迂回流路部３２に沿
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って迂回しながら流下するが、球に接続された糸Ｑは、スリット３６を経て迂回流路部３
２の内周側の検出空間Ｒ内おいて球の自重によって吊下げられた状態となり、検出空間Ｒ
内に設けられた検出ユニット４０により検出される。
　なお、本例において、スリット３６が形成される第１傾斜部３３の内周側の壁部３２Ａ
は、平坦であってもよいが、図３（ｂ）の斜視図に示すようにスリット３６を中心にＶ字
状に傾斜する斜面とすれば糸付き球Ｐの糸Ｑを確実に検出空間Ｒ内に導くことができる。
【００２４】
　次に、検出空間Ｒ内に設けられた検出ユニット４０について説明する。
　本例に係る検出ユニット４０は、糸受け部材４１及びフォトセンサー４５から構成され
る。糸受け部材４１は、センサー受容プレート４６に対して弾性支持される。
　センサー受容プレート４６は、セット板５０と同様に例えばアクリル樹脂から形成され
る板材であって、第１傾斜部３３、及び、第２傾斜部３４同士を接続するように垂直方向
に延長し、第１傾斜部３３，第２傾斜部３４及び垂直部３５の内周側の壁部３２Ａとの間
に検出空間Ｒを形成する。
　また、センサー受容プレート４６の略中央には迂回流路部３２と離れる方向に窪む後述
のフォトセンサー４５を受容するためのセンサー受容部４６Ａが形成される。また、セン
サー受容部４６Ａの上方には、後述の受容部４３のガイド部４２が貫通する貫通孔４６Ｂ
が形成される。
【００２５】
　糸受け部材４１は、センサー受容プレート４６の貫通孔４６Ｂに挿通されるガイド部４
２と、検出空間Ｒ内に進入した糸Ｑが当接する受容部４３、及び、受容部４３に加わる糸
の圧力によりフォトセンサー４５を動作させる遮光板４４とから構成される。
　ガイド部４２は、受容部４３の一側面からセンサー受容プレート４６方向に延長する。
また、ガイド部４２の他端部は、センサー受容プレート４６に開設された貫通孔４６Ｂに
挿通される。貫通孔４６Ｂを貫通するガイド部４２の他端部には抜け止め部材４８が嵌入
され、ガイド部４２の脱落が防止される。
　また、ガイド部４２には周囲を取り巻くように、センサー受容プレート４６の表面及び
受容部４３の表面の間に渡ってバネ４２Ａが介挿される。つまり、糸受け部材４１は、ガ
イド部４２及びバネ４２Ａによりセンサー受容プレート４６に対して弾性支持され、受容
部４３が糸の圧力を受けた場合に迂回流路部３２から離れる方向に直動する。
　一方、受容部４３が糸の圧力から開放された場合には、糸受け部材４１が常に糸を受け
られる位置となるように元の状態に復帰する。
【００２６】
　受容部４３は、糸を受け易いように例えば断面かまぼこ状に形成され、前後方向に延長
する。受容部４３のスリット３６と対向する受容面４３Ａは、検出空間Ｒ内に進入した糸
と当接する面であって、受容面４３Ａに対して所定以上の圧力が加わることにより、バネ
４２Ａが収縮し、遮光板４４がフォトセンサー４５を動作させる。なお、受容部４３は、
断面かまぼこ状に形成されるとしたが、糸Ｑを受けることができればよく、平坦な板状も
しくは迂回流路部３２側に湾曲したものであってもよい。
【００２７】
　遮光板４４は、ガイド部４２と同様に受容部４３の一側面からセンサー受容プレート４
６方向に延長する板材である。遮光板４４は、フォトセンサー４５の受光部４５Ａ及び発
光部４５Ｂの間を通過可能な厚さであって、受容部４３が迂回流路部３２から離れる方向
に退避した状態において、発光部４５Ｂから受光部４５Ａに向けて照射される光を遮る。
【００２８】
　フォトセンサー４５は、センサー受容プレート４６に形成されたセンサー受容部４６Ａ
内に収容される検出器であって、受光素子からなる受光部４５Ａと発光素子からなる発光
部４５Ｂとが対向して配置され、その間を物体が通過し光を遮ることで物体の検出を行う
フォトインタラプタを用いている。また、フォトセンサー４５は、図外の主制御装置に電
気的に接続されており、遮光板４４が発光部４５Ｂから照射される光を遮ることにより、



(8) JP 2012-179106 A 2012.9.20

10

20

30

40

50

不正検出信号を主制御装置に出力する。なお、本例では、フォトセンサー４５を検出ユニ
ットに用いたが、遮光板４４の押圧力を直接検知する圧力センサー等を用いてもよい。
【００２９】
　以下、図４（ａ），（ｂ）を用いて、本発明に係る不正遊技検出機構３０の作用につい
て説明する。
　不正な糸付き球Ｐが、複数の一般入賞部品２７のいずれかから取り込まれると、糸付き
球Ｐは、横流路部５３Ｂ及び連絡流路部３１を経て迂回流路部３２内に進入する。そして
、迂回流路部３２に進入した糸付き球Ｐが、第１傾斜部３３から垂直部３５へ到達すると
、糸付き球Ｐに接続され後続に続く糸Ｑは、第１傾斜部３３及び垂直部３５の角部よりス
リット３６内に進入し、糸付き球Ｐが第２傾斜部３４を経ることにより検出空間Ｒ内にお
いて吊下げられた状態となる。また、検出空間Ｒ内において吊下げられた状態の糸Ｑは一
様な張力を有し、検出空間Ｒ内の糸受け部材４１の受容部４３に迂回流路部３２と離れる
方向の力を加える。そして、受容部４３に力が加わることで、遮光板４４がフォトセンサ
ー４５の発光部４５Ｂから照射される光を遮り、フォトセンサー４５は不正遊技を検出し
て、主制御装置に不正検出信号を出力する。
　即ち、本実施形態に係る不正遊技検出機構３０によれば、迂回流路部３２の内周側の壁
部３２Ａにスリット３６を形成し、スリット３６を介して検出空間Ｒ内に進入した糸付き
球Ｐのみを検出ユニット４０によって確実に検出する構成であるため、糸付き球Ｐを用い
た不正な遊技を確実に防止することが可能となる。
【００３０】
　図５は、不正遊技検出機構３０を役物構造体６０内に適用した形態を示す概略正面図で
ある。
　以下、役物構造体６０について概説する。役物構造体６０は、内部空間内に大当り遊技
獲得の契機となる特定領域６０Ａ及び非特定領域６０Ｂを有し、羽根部材６２が開放動作
中に進入した球が特定領域６０Ａに誘導されることにより大当りを獲得することができる
。
　特定領域６０Ａは、例えば前後方向に進退動作する誘導部材６４により閉鎖又は開放さ
れており、誘導部材６４の動作タイミングによって球が特定領域６０Ａに誘導されるか否
かが決まる。特定領域６０Ａ又は非特定領域６０Ｂに取り込まれた球は、導出孔５４を経
てセット板５０に誘導され、それぞれ検出センサー６８，６９によって検出される（図２
参照）。
　同図における役物構造体６０内には、下方の特定領域６０Ａ及び非特定領域６０Ｂに向
かって延長する内部流路６３の途中に球を左右に迂回させる迂回流路部３２が形成され、
迂回流路部３２の内周側に検出ユニット４０が配設されている。よって、例えば不正な遊
技者が役物構造体６０内に糸付き球Ｐを進入させることにより、不正な大当りの獲得や賞
球の払出を実行しようとした場合であっても、糸付き球Ｐの存在を確実に検出することが
可能となる。
【００３１】
　図６は、不正遊技検出機構３０の他の実施形態を示す断面図である。
　同図に示すように、本実施形態に係る不正遊技検出機構３０は、連絡流路部３１と連通
する迂回流路部３２が、垂直方向に流下する球を左方に誘導した後に右方に誘導する湾曲
した流路である点で上記実施形態と異なる。当該実施形態によっても湾曲した迂回流路部
３２の内周側の壁部３２Ａに形成されたスリット３６に上述の糸Ｑが進入するため、検出
空間Ｒ内に配設された検出ユニット４０により不正な遊技を確実に検出することができる
。
　即ち、不正遊技検出機構３０を構成する迂回流路部３２の形状は如何なる形状であって
もよく、内周側に検出空間Ｒを確保し得る形状であればよい。また、上記実施形態におい
ては、球の迂回方向を垂直に落下する球が遊技盤１１の左右方向に迂回する形状としたが
、迂回方向を遊技盤１１の前後方向としてもよい。
【００３２】
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　図７は、不正遊技検出機構３０の他の実施形態を示す断面図である。
　同図に示すように本実施形態に係る不正遊技検出機構３０は、連絡流路部３１と連通す
る迂回流路部３２が、第１傾斜部７０、垂直部７１、第２傾斜部７２に加えて水平部７３
から構成される点で上述の実施形態と異なる。なお、第１傾斜部７０、垂直部７１及び第
２傾斜部７２の構成については、前述の実施形態と同様であるのでその説明を省略する。
　水平部７３は、第２傾斜部７２と連通する流路であって、第２傾斜部７２に沿って流下
してくる球を水平方向に誘導する。また、水平部７３の下流側には、図外の検出センサー
が設けられており、迂回流路部３２を経由した球が検出される。水平部７３は、迂回流路
部３２を構成する内周側の壁部７３Ａと外周側の壁部７３Ｂとにより形成され、壁部７３
Ａ；７３Ｂはともに水平方向に延長する。
【００３３】
　上記構成からなる迂回流路部３２によれば、糸付き球Ｐが水平部７３に到達し、後続に
続く糸Ｑが迂回流路部３２の内周側に形成された検出空間Ｒに進入したことにより検出ユ
ニット４０に検出された状態において、不正な遊技者が糸Ｑを上方に引張ることにより糸
付き球Ｐを回収しようとしても、上方に引き上げられる糸付き球Ｐは、水平な壁部７３Ａ
によって堰き止められる。即ち、壁部７３Ａが水平方向に延長することにより、略垂直方
向に引き上げられた糸付き球Ｐに左右方向への力が加わることがないため、糸付き球Ｐが
迂回流路部３２に沿って引き抜かれることを防止でき、不正な遊技の証拠としての糸付き
球Ｐが隠滅されることを確実に防止することができる。
【００３４】
　以上、本発明を複数の実施形態を通じて説明したが、セット板５０の構成、特に迂回流
路部３２の構成はこれに限られるものではなく、セット板５０の構成に応じてその形態を
変更或いは改良し得ることが明らかである。また、そのような多様な変更或いは改良を加
えた形態も本発明の技術的範囲に含まれ得ることが特許請求の範囲の記載から明らかであ
る。さらに、本発明は添付した特許請求の範囲及びその均等物の範囲内にあるような修正
及び変更を有することが意図されている。
【符号の説明】
【００３５】
　１０　パチンコ機、１１　遊技盤、
２５　大入賞部品、２６　中央始動入賞部品、２７一般入賞部品、２９　一般入賞部品、
３０　不正遊技検出機構、３１　連絡流路部、３２　迂回流路部、３３　第１傾斜部、
３４　第２傾斜部、３５　垂直部、３６　スリット、
４０　検出ユニット、４１　糸受け部材、４２　ガイド部、
４３　受容部、４４　遮光板、４５　フォトセンサー、４６　センサー受容プレート、
５０　セット板、５２　球通路、５３　球通路、５４　導出孔、
６０　役物構造体、６２　羽根部材、６３　内部流路、
７０　第１傾斜部、７１　垂直部、７２　第２傾斜部、７３　水平部。
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